
アグリビジネス創出フェア2008事務局　
担当 ： 石牧、高柳（株式会社フジヤ）
〒135-0062 東京都江東区東雲1-7-12 KDX豊洲グランドスクエア3F
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お問い合わせ先

●ＪＲ線
•有楽町駅より徒歩1分
•東京駅より徒歩5分（京葉線東京駅とB1F地下コンコースにて連絡）
●地下鉄
•有楽町線　有楽町駅とB1F地下コンコースにて連絡
•日比谷線　銀座駅より徒歩5分／日比谷駅より徒歩5分
•千代田線　二重橋前駅より徒歩5分／日比谷駅より徒歩7分
•丸ノ内線　銀座駅より徒歩5分
•銀座線　　銀座駅より徒歩7分／京橋駅より徒歩7分
•三田線　　日比谷駅より徒歩5分
●首都高速道路
•「霞ヶ関」出口から晴海通り
•「神田橋」出口から日比谷通り
•「宝　町」出口から鍛冶橋通り
•「京　橋」出口から鍛冶橋通り
●成田空港から
•リムジンバス 東京駅まで80～90分
•ＪＲ成田エクスプレス 東京駅まで53分
●羽田空港から
•モノレール浜松町駅まで23分
•ＪＲ浜松町駅より有楽町駅まで4分
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東京国際フォーラム

東京国際フォーラム
〒100-0005　東京都千代田区丸の内三丁目5番1号
代表電話：03-5221-9000

アクセス

■出展面積の転貸、譲渡、交換の禁止
　出展者または出展申し込み者は、出展面積の一部あるいは全部を転
貸、譲渡、交換することはできません。また、主催者の承認無しに、出展
者以外の企業等が使用・展示することはできません。

■出展物の知的財産保護
　出展する研究成果・技術・製品について特許出願等の予定がある場合
は、出展公表前に必ず特許出願等の手続きを行ってください。研究成
果・技術・製品の出展やWebへの掲載によって生ずる知的財産の侵害、
それに伴うあらゆる損失または損害について、主催者は責任を負いま
せん

■開催の変更および中止
　主催者は、天災その他の不可抗力の原因により会期を変更、または中
止する場合があります。
　主催者は、これによって生じた損害を補償いたしません。

■催事の運営と免責
　主催者は催事の業務を円滑に実行するため「アグリビジネス創出フェア

2008出展規定」に記載のない事項について、新たに取り決め、各種の
追加や変更を行うことがあります。
　出展者が「出展規定」に違反した場合は、主催者はその出展者の出展を
断る場合もあります。
　主催者は準備から撤去まで全期間を通じ、警備会社と契約して会場管理
にあたりますが、展示品の損害・紛失・盗難等に関する責任は負いません。

■補償および保険
　出展者およびその代理人が他社の小間、主催者の運営設備、展示会場
の設備および人身等に損害を与えた場合は、その補償は出展者の責任
になります。
　出展者は、会場への展示物搬入開始から撤去終了までの期間、必要と
思われるものについて損害・傷害保険に加入することをお薦めします。

■出展規定の承認すべての出展者はこの「アグリビジネス創出フェア
2008出展規定」を承認したものとします。
　※その他詳細につきましては、別途「出展マニュアル」（8月下旬、公式

HPに掲載）に定めます。

出展規定

出展の
ご案内



アグリビジネス関連コーディネーターと協同し、出展者
と来場者のビジネスマッチングを促進します。出展のサ
ポートからフェア当日まで、そして事後の経過フォローと
いう長いスパンでコーディネーターの知見を活
かしたマッチングのサポートを提供します。
農商工連携をテーマのひとつとしている
ことを踏まえ、コーディネーターは様々
な異なる分野で活躍している方々で構
成します。

展示以外にもアグリビジネスを様々なレベルで活
性化するためのプログラムを開催します。
•アグリビジネスの最前線で活躍するキーマンによる基
調講演セミナー・パネルディスカッション・技術研究プ
レゼンテーションなど
•特許ビジネス市同時開催！
　（独）工業所有権情報・研修館主催による「特許ビジネ
ス市」（仮称）を本フェア内で同時開催します。

フェア会場は、以下の3つのゾーンで構成されています。

産学官の最新技術が大集合！新たなビジネスがここから始まる
今年で5回目の開催となる『アグリビジネス創出フェア』では、
技術シーズの交流とビジネスマッチングの活性化を目指した様々な取り組みを実施します。
重点テーマは「農工商連携」。農林水産業の技術シーズと経済産業界のビジネスマインドとのマッチングにより、
ビジネスの芽を生み出すことを狙います。

出展概要出展概要出展概要

小間の概要小間の概要小間の概要

その他企画その他企画その他企画

1小間タイプ

1/2小間タイプ

　出展料について
　出展は、小間タイプ、小間数にかかわらず基本的に無料です。
　※基礎小間および付帯設備等は【小間の概要】をご参照ください。
　出展の申し込み
　別紙「出展申込書」に必要事項を記入し、事務局へお申し込みください。　
　出展申し込み締切日：　2008年8月1日（月）
　※お申込みは、小間タイプにかかわらず１社１小間を原則とします。
　　複数小間を希望される場合は、出展申込書にその旨をご記入ください。
　出展の承認および小間の決定
　主催者は、出展申込書に記載された出展内容を審査し、出展承認の可否を決
定します。また各ゾーンの出展数により、各出展者の小間タイプおよび小間
数を決定いたします。その際、お申し込みのご希望に添えない場合もありま
すので、ご了承ください。なお、審査内容および経過は非公開とし、理由の如
何を問わず異議・質問等には一切回答いたしません。
　出展の取り消しについて
　出展申し込みの取り消し期限：2008年9月30日（火）
　※期限以降の取り消しは原則として不可となります。
　出展募集ゾーン

　小間位置の決定
　展示ゾーンおよびカテゴリーを考慮し、事務局で決定いたします。
　なお、発表は8月下旬に公式HP（http://agribiz-fair.jp/）に掲出いたします。
　出展者の負担となるもの
　•出展者の自社小間装飾、搬出入費等
　•基本設備以外の電気工事費および電気使用料
　•臨時電話等通信回線の架設費および通信費
　•自社出展品および対人傷害等の保険
　•会場設備・備品および他社展示物の破損、紛失弁償費
　•放置された装飾資材等の残材、ゴミの処分に係る経費
　•その他諸経費
　搬入・搬出（予定）
　展示物等の会場への搬入・搬出期間および会場運営の詳細については、後日
連絡いたします。
　　搬入・設営日 ：　2008年10月28日（火）　13:00～17:00
　　搬出日 ：　2008年10月30日（木）　17:00～20:00
　※会期中は、主催者の許可無しに展示物を搬入・搬出・撤去・移動することは
できません。

　　展示品や小間内の保守および清掃は、出展者の責任で行ってください。

名　称：アグリビジネス創出フェア2008
　　　　（Agribusiness Creation Fair 2008）
会　期：2008年10月29日（水）・30日（木） 10：00～17：00
　　　　（開会式　29日　9：30～10：00）
会　場：東京国際フォーラム 展示ホール（地下2階）
　　　　東京都千代田区丸の内3－5－1　
入場料：無料（事前または当日登録が必要）　
目標来場者数：10,000人
総小間数：200小間以上

主　催：農林水産省
後　援：文部科学省、経済産業省（中小企業庁、特許庁）、
　　　　（独）農業・食品産業技術総合研究機構、（独）農業生物資源研究所、
　　　　（独）国際農林水産業研究センター、（独）森林総合研究所、
　　　　（独）家畜改良センター、（独）水産大学校、（独）科学技術振興機構、
　　　　（独）中小企業基盤整備機構、（社）農林水産先端技術産業振興センター、
　　　　（社）農林水産技術情報協会、（社）日本経済団体連合会、（財）食品産業センター、
　　　　農林漁業金融公庫、全国農学系学部長会議、産学官連携学会、日経バイオテク、
　　　　日本食糧新聞社、日本農業新聞、フジサンケイ　ビジネスアイ

農林水産・食品産業に関した研究成果・技術・製品を含む「技術シーズ」を紹介す
ることで、技術の実用化や製品化、共同研究者の募集、販売ルートの開拓、資金
の調達、産学官関係者との交流など、ビジネスマッチングを実現することを目
的とした出展を募集します。
※本フェアの趣旨および目的に沿わない場合、出展をお断りすることもあり得ます。

農林水産省では、民間企業や研究機関、都道府県、国など
で得られた新たな研究成果や技術の実用化・産業化を促
し、農林水産業・食品産業分野の技術革新と、実用化を通じ
た研究開発成果の社会還元を図ることを目的として、農林
水産・食品分野の技術交流展示会「アグリビジネス創出フェ
ア2008」を開催します。

（予定）
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⒜小間仕切りパネル（角小間の場合は、通路側のサイドパネルは付きません）
⒝パラペット
⒞社名版（ゴシック文字）1社につき1枚
⒟ゾーン表示看板
⒠スポットライト2灯／1小間につき
⒡コンセント2口（300W）／1小間につき
＊テーブル1台・パイプイス2脚付
  （必要に応じてお申込ください）

⒜小間仕切りパネル
　（角小間の場合は、通路側のサイドパネルは付きません）
⒝パラペット
⒞社名版（ゴシック文字）1社につき1枚
⒟ゾーン表示看板
⒠スポットライト1灯／1小間につき
⒡コンセント2口（300W）／1小間につき
＊パイプイス1脚（必要に応じてお申込ください）

連携実現

114件
※

※平成20年３月現在

● 参加者数 ●
９，４０９人
（２日間）

◆ 出展団体数 ◆
１６４団体

出展団体数：164団体の内訳
出展団体

82団体

39団体

43団体

企　業

大　学

その他

●研究・技術プレゼンテーションについて
　研究・技術プレゼンテーションを実施いたします。　
　参加希望の有無については「出展申込書」の記入欄に内容等含めご記入ください。
　参考にさせていただきますが、出展承認同様ご希望に添えない場合もあります。
●公式HPへの情報掲載
　出展者情報をHPに記載し、来場者への情報発信を行っていきます。
　出展決定後、HP記載フォーマットデータ共に案内させていただきます。

開催目的開催目的開催目的 2007年の結果2007年の結果2007年の結果

※いずれのタイプも数に限りがありますので、
　ご希望に添えない場合があります。

間口2,970mm×奥行き1,980mm×高さ2,700ｍｍ

間口1,485mm×奥行き1,980ｍｍ×高さ2,700ｍｍ
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独立行政法人、公設試、大学等の研究機関等

支援機関、推進機関等

農林水産・食品分野での実用化、産業化を
実施している企業、団体等
（カテゴリー・分類を申込み書に記載ください。）

技術交流ゾーン

コンサルティングゾーン

農商工連携ゾーン
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多彩なイベント
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今年度フェアの特徴今年度フェアの特徴

•出展者のカテゴリーとしては、独
立行政法人、大学などの学術研
究機関、公設の農業試験場など

•技術シーズに係わる人と情報の交流を
主な目的としたゾーン

•シーズの育て方に関する情報を
提供するゾーン
•アグリビジネス関する支援、推進
団体が、助成金や特許、法務など

•農商工連携に関するシーズを集めたゾーン
•「生産」、「製造」、「加工」、「流通」、「販売」、「環
境」の6つのカテゴリーで分類します。
•来場者が求める情報にたどり着きやすくする工
夫として、キーワード検索による出展者サーチの
施策も行います。

コンサルティングゾーン

技術交流ゾーン

農商工連携ゾーン


